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Effect of three metal priming agents on the bond strength of adhesive resin 
cement to Ag-Zn-Sn-In alloy and component metals 
（低融銀合金と構成金属に対する接着性レジンセメントの接着強さに及ぼす金
属接着性プライマーの効果） 












被着体として低融銀合金とその構成金属である Ag、Zn、Snおよび Inの 4種の純金属をアクリルリングに包埋し、表
面を耐水研磨紙で研磨し、低融銀合金の被着面には平均粒径 50㎛のアルミナブラスト処理を行った。その後接着性モ
ノマーを含有した３種類の金属接着性プライマーのいずれかを塗布した。 
①VBATDT含有の貴金属用金属接着性プライマー    
②MDP含有の非貴金属用金属接着性プライマー      
③VBATDTおよび MDP含有の両用金属接着性プライマー  
被着面に接着性レジンセメントを注入し、被着面と接着させ 37℃水中に 24時間浸漬後試料を完成とし、5℃と 55℃
の水中に浸漬する水中熱サイクル接着耐久性試験を行った。低融銀合金の試料の半分は 50,000回行い、すべて純金属
の試料に対しては 5,000回行った。すべての試料は万能試験機を用いて剪断接着試験を行った。試料数は各条件につき













有プライマーは Znおよび Snの接着に有効であることが判明した。また VBATDTと MDPの両方含有プライマーは Ag、Zn
および Snに対して有効であることがわかった。Agに対しては VBATDT単独より VBATDTと MDPが併存プライマーの方が




    結 論  
 低融銀合金と接着性レジンセメントとの接着において、VBATDTおよび MDP含有非貴金属・貴金属両用金属接着性プラ
イマーを塗布する処理法が最も効果的であった。 
 
